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従来のフッ素系樹脂であるテフロンと同等の優れた表面特性と 

耐熱性を有し，かつ成形加工性と接着性の良好なフッ素系 

耐熱樹脂を開発した。 

 

【概要】   

 テフロンに代表されるフッ素樹脂は，撥水撥油性，潤滑性および低摩擦性などの優れた表面

特性を有する耐熱性樹脂である。しかし，有機溶媒への溶解性がなく，かつ溶融温度や溶融粘

度が高いために成形加工性および接着性に著しく劣っており、このことが従来のフッ素系樹脂

の広範な工業的利用を妨げる要因となっている。 

 そこで，フッ素含量の多いパーフルオロアルキル基やパーフルオロアルケニル基を耐熱性樹

脂の側鎖として導入することにより，従来のフッ素系樹脂と同等の優れた表面特性と耐熱性を

有し，かつ成形加工性の良好なフッ素系耐熱性樹脂を開発することに成功した。 

 

 

 

 

 

【特性】 

ガラス転移温度 熱分解温度 水の接触角 

180～250℃ 400～500℃ 96～108° 
 

 

 

フッ素系耐熱性樹脂は，金属基板やガラス基板へのコーティングが可能であり，密着性のあ

るフッ素系被膜を作製することができる。したがって，本フッ素樹脂は，1）電子機器の低摩耗

性絶縁フィルム，2）小型歯車などの摺動部品，3）金属基板やガラス基板のテフロン被覆にお

けるプライマーなど，フッ素系コーティング樹脂として応用が可能である。 
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何に使えるの？ 

どんな技術？ 

 


